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1． 研究目的

　本論文で は 「十万頌 般若経』 第 2 カ ン ダ 第 15章の 梵 文貝葉写本 の 比較研 究 を

行う． そ の 際 ， 蔵訳 と木村校訂 本 を参照 して 読 む ． 貝 葉写本 に基 づ き本経 の 第

15章の 再 校訂 を 目指す，

2 ． 研究資料

　 『十万 頌般若経』第 2 カ ン ダ の 第 15章を研 究 す る に あ た っ て ， 貝葉写本 の 【1】

ラ サ写本 と 【2】九大写本を吟味する． 【3】蔵訳
1）

と して 中華大蔵経版 ， Shes・rab

kyi　pha 　roZ 　tu　phyin　pa 　stongphrag 　hrgya　pa ， 中華大蔵経
一

第 17巻 （
’
bum） と第 18

巻 （bum ） を参照 す る． そ の ほ か ， 2009年，2010年 に 出版 され た 【4】木村校 訂

本 （Ed．） を参照する ．

2．1 ．梵文貝葉写本

　『十万 頌般 若経』第 2 カ ン ダ の 貝葉写本 2 本 は 「ラ サ 写本」（L）
2）

と 「九 大写本」

（Q）
3）

と呼ぶ ． 「L」 と 「Q」は ， ネパ ー ル 系紙写本
4）

の 伝承 よ り古い 伝承 を代 表

してお り， どち らも蔵訳 と共通する読み を保 つ
5）
． 「ラ サ 写本」 は第 12章か ら第

16章の 途 中 まで の 短い 写本で あ るが ， 「九 大 写 本 」 は 『十 万 頌 般 若経』 第 2 カ ン

ダの 全 て （第 12章か ら第 25 章まで ）を保つ ． た だ し， 「九大写本」で は ， 第 12章

か ら第 16章に あた る部分 で は
， 多数の 葉が 失わ れて い る． 本 論文にお い て 課題

とす る 第 15章は 「ラ サ 写本」 で Ha197b3 か ら Ha226b4 まで と なる ． 「九 大写本」

で は 15章の 内容 に あた る 多数の 葉が 失 わ れ て お り， その 内容 は 木村校 訂本 の 第

15 章の 前半 に あ た る （Ed．1．8− 19．28）． その 後 の
，
　 Ha221a1 か ら 221b5 まで は 残 さ

れ て い る （Ed．19．28−21．5）． その 後の ，　 Ha222 か ら 224 まで は抜 けて い る （Ed．・21．5−

26．15），最後 に
，

Ha225a1 か ら 242a2 まで は残 され て い る （Ed．　26．15−56．10）．
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2．2 ．蔵訳

　『十 万 頌 般 若経』 第 2 カ ン ダ の 第 15章 の 蔵 訳 は， 中華大 蔵経版 （T）で
， 第 17

巻 （
’
bum ）p．　807か ら第 ／8巻 （

’
burn）p．92まで となる ． チ ベ ッ トの 伝承で は 『十万

頌 般若経』 の 各章に 対 して 独特 な分 け方 が ある よ うで あ り， 具 体 的 な事 を言 え

ば
，

梵 文 バ ー ジ ョ ン で あ る 4 つ の カ ン ダ の 分 け方が 蔵 訳 で は確認で きな い ． た

だ
， 内容 的に は第 15章 の 蔵 訳 が 梵 文バ ー ジ ョ ン と

一
致 して い る こ とが 確認で き

る． 『十 万 頌般 若 経 』 の 研 究 や
， 木村 校 訂 本 の 改 正 に あ た っ て

， 貝 葉 写 本 と

Ed．の 不完全 な箇所 の 確 認 に あ た る の は蔵訳で ある。

2 ．3 ． 木村校訂本

　木村校訂本で は ， 第 15章が ぷα’α∫励 α37∫緬 P吻 噸画 厂α用 面 II−3 の 前半 に あ た る
6）
．

本校訂本 は 「ラ サ写本」・「京大写本」・「高 岡 コ レ ク シ ョ ン 写本」（PH 　2−2 の 1）・「東

大写本 2」・の 梵文写 本 4本 と蔵訳北京版 と漢訳 に 基づ い て い る よ うで あ る
7）
．

3 ． 本研究の 方法

　貝葉 「L 」 と 「Q」 の 第 15 章の 文 ・句 ・語 を比 較 して 調べ る ． また ， そ の 読み

は蔵訳 で 確認する ． 貝 葉写本 の 読み の 相 違 点や 間違 っ て い る 点 を記録 す る ． 以 上

の 検討 の 結果 をま とめ て
， 「L」 と 「Q」 の 貝葉写本 の 位置 に つ い て 論 じる ．

4 ． 「L 」 と 「Q」 の 比 較研究

　『十万 頌般 若経』 第 2 カ ン ダの 第 15章 に あ た る 「L 」 と 「Q」バ ー ジ ョ ン を比

較 して 調べ た ． 貝 葉写 本伝承 の 特性 を確認 で きる よ うに ， 以下 に例 を挙 げる ，

　 （1）Ed．1．14　nirmitopam 互　mama 　devaputr5　dht  aSrava ロik5　estavyab ］　L，　confirmed 　by　Tib．　bdag

　la　chos 　nyan 　pa　yang　spru1 　pa　lta　bur　btsal　bar　bya　ste （T　l7
，
807ユ2）： ni   itopam巨 me 　devaputr巨

　dh5rmaSravaaika　Ed． コ メ ン ト ： 蔵訳は L と Ed．を支持す る．意味的 には どち らも正 しい ．

（2）Ed．　1．14　kirpcit］Ed．，　confirrned 　by　Tib．　ci （T　17，　807．13）： ka6cit　L 　コ メ ン ト：蔵訳 は

Ed．を支持する．意味的に も L は正 し くない ．

（3）Ed．1．15　atha 　te　devaputr互］L ，
　confirrned　by　Tib．　de　nas 　lha’i　bu　de　dag　gis（T　17．　807．14）： atha

khalu　devaputra　Ed． コ メ ン ト：蔵訳は L を支 持す る．　 Ed．も間違 い と言 えない ．

（4）Ed．　2．18　n 窃ma 　rUpam 　api 　svapnopamalp 　m 且yopama卑］Ed．
，
　cf．　Tib．　mying 　dang　gzugs　kyang

rmyi 　lam　lta　bu　sgyu 　ma 　lta　bu
’

　o （T　17，809．11）： rep ．　L 　 コ メ ン ト：蔵訳は Ed．を支持 する．

L は こ の 句 を繰 り返 す．L は正 し くな い ．
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　　（5）Ed．3．24　samyaksambodhir 　api 　devaputra　svapnopam 盃　m 翫yQparna］L ，　confirrned　by　Tib．　Iha
’
i

bu　dag　yang　dag　par　rdzogs 　pa
’
i　byang　chub 　kyang　rrnyi 　lam　lta　bu　sgyu 　ma 　1ta　bu

’
　o （T　17，　811．

16）：samyakSambo （lhir　api 　svapnopam5 　Ed． コ メ ン ト： 蔵訳 は L を支持する．　 Ed．は devaputra

　 を欠 く．Ed．は 正 し くない ．

　　（6）Ed．3．25　bodhir　api 　bhadanta　subhate ］L，　confirmed 　by　Tib．　btsun　pa　rab
’
byor （T　l7，

　811．18）．bodhir　api 　subhrtte 　Ed． コ メ ン ト： 蔵訳 は L を支持する ．　 Ed．は bhadantaを欠 く．

　Ed．は正 し くない ．

　（7）Ed．4．6　pratye＄it巨ro 　bhavi等yanti］L
，
　confirmed 　by　Tib．

’di　la　su　dag　yid　ches　par
’
gyur （T　17，

　812。12）：bhavanti　Ed． コ メ ン ト： 蔵訳 は L を支持 する ．　 Ed．は正 し くない ．

　（8）Ed．8．28　na 　SUnyat互rp　cal（§urv 櫛 …血   iti］L
，
　con 丘  ed 　by　Tib．　stong 　pa　nyid 　myig 　gi　rnam

　par　shes 　pa　zhes 　bya　bar（T　17，　822．11）：na 　SUnyatam　manovijfidnam 　iti　Ed． コ メ ン ト：蔵訳

　は L を支 持す る ．Ed．は正 し くない ．

　（9）Ed．13．29　ved 　nErp 　anirodha 　itiコL
，
　confirrned　by　Tib．　tshor　ba　’

gag　pa　myed 　ces （T 　17，
　834．

8）； vedanam 　anutpada 　iti　Ed． コ メ ン ト1 蔵訳は L を支持する ．　 Ed．は正 し くない ．

（10）Ed．13．25　n5tiirodham 　manab
°

］L，　confirmed 　by　Tib．
’
gag　pa　myed 　pa　yid　kyi（T　l7，834．

9）：ndnutpadarp 　manah
° Ed． コ メ ン ト：蔵訳は L を支持する．　 Ed．は正 し くない ．

　（11）Ed．14．18　n 五bdh五turp　SUnya　iti］Ed。，　confirmed 　by　Tib．　chu
’
i　khams　stong 　zhes （T　17，835．

20）：nabdhatUm 　SUnyatE　iti　L ． コ メ ン ト： 蔵訳は Ed．を支持す る．　 L は 正 し くな い ．

　（12）Ed．21．1　atyantaSttnyateti ］LQ ，　confirmed 　by　Tib．　mtha ’

且as
’das　pa　stong 　pa （T　18，8．

18）： atyana ≦Unyateti　Ed． コ メ ン ト：蔵訳 は L と Q を支持する．　 Ed．は タイプ ミ ス であ ろ う．

　（13）Ed．24．1　atyantaSttnyateti ］L，　cf．（T ！8，16．6）： atyanagUnyateti 　Ed． コ メ ン ト： 蔵 訳 は L

　を支持 す る．Ed．は タイ プ ミス で あろ う．

（14）Ed．33．16　pratyekabodhirp］LQ ，　c £ （T　l8
，
40．9）：pratyekabodirp　Ed． コ メ ン ト： 蔵訳 は

L と Q を支持する．Ed．は タイ プ ミ ス で あろ う．

（15）Ed．36．24　upadiSyante ］Q （＝ Ed．），confirmed 　by　Tib，　rnam 　par　rtse　ba （iag　kyang　bstan　te（T

18
，
47．20）： upadistini 　L． コ メ ン ト： 蔵訳 は Q と Ed．を支持する ．　 L は正 しくない ．

（16）Ed．42．7　caran ］LQ
，
　confirrned 　by　Tib．　spyod 　cing （T　l8， 58．19）： caranta 　Ed， コ メ ン ト：蔵

訳 は L と Q を支持す る ．Ed．も間違 い と言えな い ．
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（17）Ed．42．8　bhavi爭yanti］LQ
，
　confirmed 　by　Tib．　can 　du　yang　

−
gyur　ro （T　18

，
　58．21）： bhavanti

Ed． コ メ ン ト： 蔵 訳 は L と Q を支持 する ．　 Ed．は 正 し くない ．

（18）Ed．43．3　bhavisyanti］LQ ，　confirmed 　by　Tib．　can 　du　yang 舮 r　ro （T　18， 60．21）； bhavanti

Ed， コ メ ン ト：蔵訳 は L と Q を支 持 す る．　 Ed．は正 し くない ．

（19）Ed．　43．31　caran ］LQ ，　confhmed 　by　Tib．　spyod 　cing （T　l8，62．20）： caranta 　Ed．　コ メ ン ト：蔵

訳 は L と Q を支持す る ．Ed．も間違 い と言 えない 。

（20）Ed，16．8　VijfiAnarp　iti　vikalpayi ＄yanti］Ed．
，
　confirmed 　by　Tib．　rnam 　par　shes 　pa　zhes 　bya　bar

rnam 　par　rtog　par　myi 　
’
gyur　ro （T　17

，
839．15）：vijfisna 叩　iti　Vijfi瓢na 叩 　iti　L． コ メ ン ト：蔵訳は

Ed．を支持す る．　 L は正 しくない ．

5 ． 研究結果

5 ．1 ． ラ サ 写本 （L ）につ い て

　『十 万頌般若経』 の 第 15章 につ い て 検 討 した と こ ろ ， 「L」 に お い て は
， 第 12

章 か ら第 14章 まで の よ うに 文が 欠 けて い る箇所 が ない ． 「Q」 が 欠 けて い る 箇所

もすべ て 「L」で 読め る． ただ
， 「L」に は ある箇所の 句を繰 り返す 問題が ある 匚例

（4）・（13）等］． 古い 貝 葉写本で あ る 「L 」は 「Q」 と読み が 多 く共通 して お り ［例

（12）・ （14）・（15）等］， ネパ ー ル 系 紙写本 よ り正 確な読 み を保 っ て い る ． Ed．と比

較 して 読 む と 「L」の 読み は チ ベ ッ ト訳 と共通 して い る箇所が 多い ［例 （3）・（6）・

（7）・（8）］． ま た ， 「L」 と 「Q」が異 なる 読み も少な くない ［例 （16）・（18）・（19）

等］．

5 ．2 。九 大写本 （Q）に つ い て

　「Q」に お い て は ， 以前 の 章の よ うに 第 15章 もか な り長 い 文が 欠 けて い る箇所

が あ る ［例 （20）］． 「L」 と同様 に 古 い 貝葉写 本 とな る 「Q」の 読 み も， ネパ ー ル

系 紙写本 よ り正確 な読み を保 っ て い る 匚例 （26＞］．「Q」 の 読み もチ ベ ッ ト訳 と共

通 して い る箇所が 多い ． また ， 「Q」が 「L」と異 な っ て い る読み もある ［例 （16）・

（18）・（19）等］． こ こ で検討 した 『十万頌般若経』の 第 15章に お い て ， 「Q」は 「L」

と違 っ て
， 欠損箇 所や解 読不可 能 な箇所 が多 い ．

　本論文 で
， 「L」 と 「Q」を調査 した結果 ，

こ の 二 つ の 貝葉写本 の 読 み の 伝承 は

『十万頌般 若経』 の 資料の 中で
， 古い もの で ある こ とが 分 か り， 今後 の 『十 万 頌

般若経』の 研 究や ， 木村校訂本 の 改正 の た め に非常 に有益 で あ る と思 わ れ る ．

一 894一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Japanese Association of Indian and Buddhist Studies

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Assooiation 　of 　工ndian 　and 　Buddhist 　Studies

（172） 『十万頌般若』第 15章の ラサ写本と九大写本を中心 とする比較研究 （DENIyAYE）

5．3 ． 木村校 訂本 につ い て

　 『十万頌 般若経』の 第 15章につ い て 検討 した とこ ろ
， 木村校訂本は ネパ ール 系

紙写 本 に基 づ い て い る こ とが 多 い が
， 「L」 の 読 み と も共通 して い る箇所 が 確認

され た ［例 （1）・（2）・ （3）・ （5）等］． 新 しい ネ パ ー ル 系 の 紙 写本 の 読 み の ま ま

載 っ て い る箇所 も少 な くは ない ［例 （11）・（12）・（13）等］． また
，

セ ク シ ョ ン ご

と欠 けて い る 個所や ， 木村校訂本独 特の 相違点 も確認 で きる． 例一 na 　sanyatEm］

na 　Srtnyarp　Ed ．5．32 ；cakSurvijfiapam ］manovijfi 五箪a卑 Ed ．8．28 ；Srotrasamsparga−

j5vedanErp　iti］SrotrasamsparSaj互vedaneti 　iti　Ed．12．25； 忌rotrasa 卑 spar ξ旦1亘vedan 巨甲 iti］

9rotrasamsparSaj蕊vedaneti 　iti　Ed．13．3；animittam ］aimittam 　Ed．16．30； animitta 珥］

aimittam 　Ed．16．32；viviktatfi］viiviktam 　Ed ．18．21 ：atyanta 忌U皿 yateti］atyanaSanyateti

Ed．21．1；atyantaSUnyateti ］atyana 諏 nyateti 　Ed ．21．26； atyanta6 亘nyateti ］atyana 鹹 nyateti

E （L22．18；atyantaS ［inyateti］atyana6Unyateti 　Ed ．23．10．

1 ）第 15章の 蔵訳は ， 中華大蔵経版で
， 第 17巻 （bum ＞p．807か ら始まる ．　　　 2 ）

Deniyaye　Pafifialoka［2011］， pp．　1164ff．　　 3）池田邦俊 ［1995］，pp．　887ff．　　 4）Kimura

［2009］，pp．　i　ff．　　　　 5）Deniyaye　Pafifi互loka ［2012］，pp．848置 　　　　　6 ）血 ∫α3励 α3 厂∫肋

P 厂砂噸ρδ厂α瞬 爵
，
II−3，

　pp．1−56．　　　 7 ）Kimura ［2009］，pp．　i−vii．
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